
平成２０年３月

伊東市議会３月定例会

代 表 質 問 要 旨

伊 東 市 議 会



代　表　質　問　順　序

１　会　派　民　政　　掬　　川　　武　　義　　君

２　正風・興志会　　西　　島　　　　　彰　　君

３　公　　明　　党　　楠　　田　　一　　男　　君

４　清 峰 ク ラ ブ　　井　　戸　　清　　司　　君

５　日 本 共 産 党　　佐　　藤　　美　　音　　君

６　自 民 輝 ２ １　　稲　　葉　　正　　仁　　君
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代　表　質　問　要　旨

会派民政　　掬　川　武　義　　

１　市内経済の現状をどのように判断して新年度予算を編成されたのか伺う。

２　新規事業、重点事業及び拡充事業が１５３事業あるが、行財政改革の取り組みとして、

機構改革などを通じて、これら事業が市民サービスにつながるかどうか伺う。

３　市立伊東市民病院の指定管理者でもある社団法人地域医療振興協会の共立湊病院から

の運営撤退問題による市立伊東市民病院への影響について伺う。

４　新病院建設に向けた今後の予定と財源の確保、さらに医師及び看護師確保対策につい

て伺う。

５　一般廃棄物の有料化に向けた予算が計上されているが、市長の政治姿勢について伺う。

６　清掃事務所移転用地取得後の車庫等の建設費の見込み額と、現在地はどのようになる

のか、さらに移転の時期について伺う。

７　国において道路特定財源の議論がされているが、一般財源化された場合、本市の道路

整備に与える影響について伺う。
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８　伊豆高原桜並木通りの歩道整備に伴い、私道である２号幹線（通りゃんせから伊豆高

原ホテルの間）の今後の整備について伺う。

９　観光・文化施設東海館の整備にあわせ「旅館いなば」保全の市民要望に対する市長の

考え方について伺う。

10　伊東温泉のイメージアップのため休止中の温泉モニュメントの再開について伺う。

11　新年度予算に城ヶ崎海岸遊歩道整備事業として５００万円が予算計上されているが、

早急な整備を必要としているところが多い。取り組み姿勢について伺う。

12　学習指導要領が改訂されたことによって、学校現場ではどのような影響が想定される

のか伺う。

3



代　表　質　問　要　旨

正風・興志会　　西　島　　彰　　

市長の施政方針と平成２０年度予算案について、以下の点を伺う。

１　伊東再生を最重要課題とし、「３つのＫの更なる飛躍」のもとに、簡素で効率的な行

政運営を進める市長の平成２０年度予算編成への決意を伺う。

２　観光振興につながる本市のインバウンド施策と、その戦略について

⑴　来遊外国人観光客の現状と観光動態統計について伺う。

⑵　富士山静岡空港開港にあわせた本市の誘客施策と受け入れ体制づくりについて伺う。

３　市民の生命を守る新病院の建設計画について

　⑴　プロポーザルコンペから開院までの計画と施設概要について伺う。

　⑵　地域医療支援志向型病院としての基本姿勢について伺う。

４　競輪事業の現在までの改善点と今後の展望について伺う。

５　自然、歴史、文化を生かしたまちづくりに資する景観計画の策定について伺う。

６　快適なまちづくりには中心市街地の道路網再編が必要と思われるが、特に都市計画道

路伊東駅伊東港線と中央通線の交通機能の充実について、考えを伺う。
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代　表　質　問　要　旨

公　明　党　　楠　田　一　男　　

１　平成２０年度予算案について、以下の５点を伺う。

⑴　自主財源が、平成１７年度当初予算１３４億７８５万円に比べて５億２，５７６万

円増の１３９億３，３６１万円となり、財政再建に明るい兆しが見えるが、今後の推

移はどうか。

⑵　人件費が、平成１７年度当初予算６４億１，５９１万円に比べて６億６，９５７万

円減の５７億４，６３３万円となっているが、今後の推移はどうか。

⑶　扶助費が、平成１７年度当初予算２９億４，８９３万円に比べて３億９，６７０万

円増の３３億４，５６３万円となり、年々増加の方向にあるが、今後の推移はどうか。

⑷　投資的事業費における単独事業が減少してきているが、この理由は何か。

⑸　一般会計の予算規模は、平成６年度の３０３億７，０００万円をピークとして平成

１７年度からは２１０億円台となっているが、今後の推移はどうか。

5



２　平成２０年度予算案の市長説明並びに施政方針から、以下の２点について伺う。

⑴　「学び豊かなまちづくり」に係る事業において、書道教育特区による書道科の授業

のこれまでの成果はどうか。

また、今後の進め方をどのように考えておられるか。

⑵　「まちづくりを進めるため」の事業において、地域再生に資する人材育成の支援を

どのように考えておられるか。

３　道路特定財源の暫定税率は平成２０年度予算案にも加味されていると思うが、その事

業と予算規模はどうか。

　　また、暫定税率が廃止になった場合の平成２０年度予算案に与える影響はどうか。

４　地方財政健全化法が来年４月から施行されるが、本市の対応はどうか。
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代　表　質　問　要　旨

清峰クラブ　　井　戸　清　司　　

１　地方分権改革に対する評価及び今後の対応について伺います。

２　「活力あるまちづくり」に係る事業において、次の事業に対する具体的な取り組みに

ついて伺います。

⑴　エリアブランディング事業について

⑵　インバウンドに関する諸事業について

３　健康保養地事業の「健康保養地づくりリーディングプロジェクト事業」に関する具体

的な取り組みについて伺います。

４　「安心して暮らせるまちづくり」に係る事業において、具体的に動き出す新病院建設

に向けて、その予算措置、予定する診療科目及びスタッフの確保について伺います。
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代　表　質　問　要　旨

日本共産党　　佐　藤　美　音　　

１　｢堅実型｣予算と銘打つ新年度予算だが、市民は何より｢暮らしを守る予算｣をこそ求め

ており、その観点から次の諸点を伺う。

⑴　病院への基金積み立てをふやすのではなく、住民負担増の上に進めようとしている、

ごみ有料化中止の財源に振り向ける考えを持つべきではないか。

⑵　施政方針で道路特定財源維持の要望活動を行うとされているが、住民の暮らしを守

る地方自治体の長として、一般財源化をこそ求めるべきではないか。

⑶　財政難として、住民サービスが次々削られるもとで、伊東駅周辺整備は中止すべき

ではないか。

⑷　交通安全上の問題からも、清掃車車庫用地の先行取得は見直すべきと考えるがどう

か。

⑸　学校給食及び今後取り入れられる中学校での弁当購買方式において、食の安全につ

いてどのように考えているか。

⑹　年々、人件費の削減が進む中で、防災専門官や生活安全推進専門官など、天下り先

ととれるような部署を市に設けるべきではないと考えるが、どうか。

２　地球環境を守る上からも、ごみの減量は分別収集の拡充でこそ実現させ、燃やすごみ

を大幅に減らす、生ごみの分別に大きくかじ取りを変えるべきと考えるがどうか。

３　４月から実施されようとしている後期高齢者医療制度が、７５歳以上の高齢者にとって

安心の制度に自治体として改善できるのか伺う。
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代　表　質　問　要　旨

自民輝２１　　稲　葉　正　仁　　

平成２０年度予算の中で以下３点について伺う。

１　地域振興に関連して

　⑴　地域活性化研究事業について

　⑵　公共へリポート整備について

２　観光振興に関連して

　⑴　インバウンド宣伝事業、アジア圏インバウンド誘客促進補助事業、国際観光地基盤

整備補助事業など、インバウンド関連事業について

⑵　小室山園地植栽事業について

３　一般ごみの処理有料化による収入の使途について
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